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【背景】 

 近年，有機半導体を活性材料に用いた微小共振器は，レーザーや変調器，光導波路な

どの光学デバイスとして注目されている．有機材料の特長である，自己組織化を用いるこ

とで，ナノワイヤ結晶やマイクロリング結晶といった低次元共振器構造を作製することが

可能となる[1,2]．なかでも π共役系鎖状分子である（チオフェン/フェニレン）コオリゴマ

ー（TPCO）は，マイクロディスク等の微小共振器において増幅自然放出光やレーザー発

振が低閾値で観測されているため，有機レーザー活性媒質として有望視されている．今回

我々は，中でも高いキャリア移動度や蛍光量子収率を有する 5,5ʺ-bis(4-biphenylyl)-2,2ʹ:5ʹ,2ʺ-

terthiophene (BP3T)を用い，ナノワイヤ結晶の作製とその評価を行うことを目的とした． 

【実験】 

 図 1 に用いた TPCO 材料である BP3Tの分子構造を示す．ナノワイヤ結晶の作製は，基

板とチャンバーウォール部を独立に加熱して真空蒸着を行うホットウォールエピタキシー

（HWE）法とさらに基板面をホールの空いたマスクで覆う

マスクシャドウ蒸着（MSD）法を用いた．基板には KCl基

板の(001)劈開面を用いた． 

【結果】 

図 2 には、それぞれ HWE，MSD法で作製したナノワイヤ結晶及びリング結晶の蛍光顕

微鏡像を示す．前者では，KCl基板のイオン配列と BP3Tとの相互作用により，ナノワイ

ヤ結晶が KClの[110]方向に沿ってエピタキシャル成長する．一方，後者ではマスクで覆う

ことにより基板表面での BP3Tの拡散が促進し基板との相互作用が弱くなるため、湾曲し

たナノワイヤやリング状へと自己組織化する．

TPCO のマイクロリング共振器は一次元ナノワ

イヤ結晶に比べて高い Q 値を示し，Whispering 

Gallery Modeによるレーザー発振が期待でき

る．講演当日はナノワイヤ結晶とリング状結晶

の共振器特性について評価した結果を報告する

予定である． 
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Fig.1. BP3Tの分子構造． 

Fig. 2. KCl(001)面上に成長したナノワイヤ結

晶(a)とリング結晶(b)の蛍光顕微鏡像． 
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